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心理的リアクタンス・カリギュラ効果についてNo25

＝

2021年12月24日作成 義髙 亙（202４年１２月２０日一部改訂）

〇心理的リアクタンス・カリギュラ効果

心理的リアクタンス・カリギュラ効果とは何でしょうか。制限や命令

に不満が生じて起こる現象です。

心理的リアクタンスは指示による意欲低下、カリギュラ効果は指示

への反発です。

この現象は、自己肯定感を低下させ、コミュニケーションや安心感

といった感情を損なわせる可能性があります。しかし人にとって必

要で行われる現象ともいわれます。 この現象は数千年前から昔話

としてもその存在が知られています。

例えば浦島太郎です。 玉手箱を開けてはいけないと渡されます

が、指示に反して開けてしまいます。鶴の恩返しもそうです。 開け

ないでと言われた入口を開けて鶴の正体を見てしまいます。外国に

も同じ事例が見られます。

心理的リアクタンス・カリギュラ効果は1960年代に心理学者ジャ

ックブレームによって検証がはじまり、多くの実証例が残り、その効

果が確定しています。では一見反発に見えるカリギュラ効果は無い

ほうが良いのか？そうではないのです。指示や制限をされた場合に

はそこに不満やストレスが生まれます。カリギュラ効果で不満やスト

レスを解消する側面があると言われています。

指示や制限を多く行えば、不満やストレスに繋がります。そしてカ

リギュラ効果の反発や、意思の表出ができない場合、さらにストレス

増加や意欲低下を招くということです。 心理的リアクタンスの原因

が、指示によるストレスだとすると、指示をする側と受ける側で、意

欲や成果はどう違いが出てくるでしょうか。

2016年度の特支学級担任時は二名在籍でした。

特支学級に転籍する生徒も参加して支援学級が３名での活動をす

る時がありました。教師の指示を一方に紙面で伝え、その生徒が、他

の生徒二名に指示して学習をする活動をしてみました。

個人差はありましたが、全体的には、自分が指示する側に回れば意

欲と成果が上がり、友達から指示される側になれば意欲や成果が

下がる傾向が見られました。条件によっては友達からの指示を受け

ると大幅に意欲が下がるケースもありました。

全体傾向としては指示があると反発や不満があるという心理的リ

アクタンスを実証した形でした。

対象とした三名は特支学級在籍の男子でした。個人差や条件による

差も大きいようでした。

２０１９年には通級学級で複数人で学習した時、同じような検証を

しました。どのような子どもや条件が意欲や成果を低下させてしま

うのでしょうか。
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〇まとめ

子どもの持つ個性によって、指示やルールについての受け入れ姿

勢が異なりました。LDの子どもは文字による指示はあまり良くあり

ませんでした。自分でヒントや行う事を探す方法も口頭指示と大きな

変化がありませんでした。

自閉要素の子どもと不登校傾向の子どもには同じ傾向が現れまし

た。口頭指示より板書での指示の方が有効です。また自分で決まり

や行動を捜して行わせた方が有効です。しかし口頭指示が増えると

意欲や成果が低下する。指示が増えれば増えるほど意欲や効果が低

下するようです。昔から認知される心理的リアクタンス・カリギュラ効

果が起こる現象が、学校活動でも起こるものと思われます。

現在の学校では、教師と子供の接点は授業以外にも膨大です。一

日の教師の指示命令は相当な数です。その原因の一つは授業以外の

活動の増加であると思われます。朝の会終わりの会、昼食休憩に教

師が指示・命令する事項は多いです。

カリギュラ効果という側面では、授業時間以外の活動の増加は、

教師の指示を膨大に増やし、子どもの意欲と教育効果、信頼関係、は

ては登校意欲も低下させる可能性があります。

授業時間以外の活動を減らし、教師からも係の子どもからの指示制

限も削減することを検討すべきと思います。
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